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熊本県天草家畜保健衛生所 

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 通報 

 平成28年1月12日、韓国の全羅北道金堤（キムジェ）市の豚飼育農場において、平成27年4月以来、約
8ヶ月ぶりとなる口蹄疫の発生が確認されました。 
 同国では、その後も全羅北道高敞（コチャン）郡、忠清南道天安（チョナン）市、忠清南道公州（コンジュ）
市の豚飼養農場において発生が確認されています。また、3月14日の韓国の忠清南道論山（ノンサン）市
にある豚飼育農場における新たな発生を含めて、 
1月～3月15日現在までに計12件の発生が報告 
されています。 
 我が国と地理的に近く、また、人の往来や物流 
も盛んである韓国において、口蹄疫の継続発生 
があることから、我が国へのウイルス侵入リスク 
が非常に高い状況です。国においても空海港に 
おける水際対策を実施していますが、家畜を病 
気から守るためには農場での対策が重要です。 
 つきましては、本病の発生を未然に防ぐため、 
畜産関係者の皆様におかれましては、引き続き 
情報収集に努め、特に下記の事項について留意 
し、飼養衛生管理基準の遵守の徹底をお願い致 
します。 

1 農場の出入口に看板を設置するなどにより、 
  農場内へ不要・不急な者を立ち入らせないよ 
  う、関係者以外の立入を制限しましょう。  
２ 農場に持ち込む物品や出入りする車両の消 
  毒を徹底しましょう。 
３ 農場の出入口に踏込消毒槽等を設置することにより、出入りする人の靴底の消毒を徹底しましょう。 
４ 従業員の方も含め、口蹄疫が発生している国（中国、韓国等）への渡航は可能な限り控え、これらの国 
  で使用した履き物等は衛生管理区域に持ち込まないようにしましょう。 
５ 農場を出入りした人・車両等に関する情報を台帳等に記録し、 少なくとも１年間は保管しましょう。 
６ 口蹄疫を疑う症状(流涎、口や蹄及び乳房など皮膚や粘膜における水泡の形成やびらんなど) を呈し 
    ている家畜を発見した場合は、直ちに家畜保健衛生所に連絡してください。  

発生予防及び疑われる症状への対応 

平成２８年１月、８ヶ月ぶりに韓国で口蹄疫が発生！！ 



病名 発生地 発生月日 畜種 型

2月17日 豚 Ｏ型

2月24日 豚 Ｏ型

3月7日 豚 Ｏ型

3月10日 豚 Ｏ型

3月11日 豚 Ｏ型

3月14日 豚 Ｏ型

中国 3月2日 豚 Ｏ型

2月5日 鶏 Ｈ５Ｎ２

2月10日 がちょう Ｈ５Ｎ２

2月11日 地鶏 Ｈ５Ｎ２

2月14日 がちょう Ｈ５Ｎ２

2月23日 鶏 Ｈ５Ｎ８

2月24日 地鶏 Ｈ５Ｎ２

2月24日 がちょう Ｈ５Ｎ２

香港 2月14日 鶏 H5N6

中国 2月20日 家きん H5N6

2月11日 家きん H5N6

2月15日 家きん H5N1

ベトナム

３月１６日現在

韓国
口蹄疫

台湾

高病原性

鳥インフルエンザ

近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

養豚協会天草支部の総会及び講演会の開催！ 
 平成28年2月26日、天草市民センターにおいて平成26年・27 

年度 熊本県養豚協会天草支部総会が開催され、養豚農家20戸 
及び畜産関係者が出席しました。昨年は豚流行性下痢（PED） の 
発生により自粛されましたが、今年は天草地域にPEDの発生がな 
かったので、総会が開催されました。 
 総会終了後、中央家畜保健衛生所の幸野参事から県内の約6 
割の農家で問題となっている豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の 
衛生対策について、講演がありました。 
  PRRSウイルス清浄化対策としては、 
・繁殖豚への一斉ワクチン接種、導入豚馴致等で繁殖豚の免疫 
 を安定化させ、分娩舎からウイルスを排除します。 
・豚舎ごとの長靴や作業着の交換、作業動線の徹底、車両消毒 
 により農場外からのウイルス侵入の防止、農場内のウイルス伝搬防止します。 
・豚舎の清掃、消毒、乾燥の徹底及びオールイン・オールアウトによる空舎期間の確保を実施し、離乳舎、 
 子豚舎、肥育舎と下流にウイルスを追い出します。 
 清浄化達成農場の成果 
・産子数の増加、肥育事故率の改善 
・農場要求率の改善、出荷日齢の短縮 
                                                                    

 今後も検査材料の採材、PRRSの検査及び情報提供を実施し、養豚農家、関係機関と一体となって地域
のPRRS清浄化に取り組んでいく所存です。 

  毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」 

中央家保 幸野参事の講演より 

総出荷枝肉重量の増加、飼料費の削減 
につながります。 


